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問題と目的
うつ病 (major depressive disorder) は, 抑う
つ気分と興味や関心の低下を主症状とする, 様々な
身体症状と精神症状を伴う精神障害である
(American Psychiatric Association, 2000)｡ うつ
病は, 時点有病率が 2～9％, 生涯有病率が 5～25％
と極めて高く, また, 再発率も最低 60％である










反すう (rumination, Nolen-Hoeksema, 1991) が
ある｡ 反すうは, 様々なうつ症状と強い関連がある




らされ (Nolen-Hoeksema, 1991), 最終的にうつ病


















知的要因には, Effortful Control における注意の
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Relationship Between Rumination, Attentional Control, and Depression
YAMAMOTO, Tatsuya (Graduate School of Psychology, Chukyo University)
SHUDO, Yusuke (School of Psychology, Chukyo University)
SAKAI, Makoto (School of Psychology, Chukyo University)
Depression has both a high prevalence and a high recurrence rate, and is characterized by chronic pro-
gression; therefore, its onset must be investigated. One factor associated with the onset of depression is ru-
mination, which is strongly related to depressive symptoms such as a decreased ability to concentrate and
difficulty in attentional switching. In this study, we used structural equation modeling to investigate the
relationship between rumination, attentional control, and depression. Significant paths were found be-
tween rumination and the following: "attentional switching from punishment"; "attentional switching from
reward"; "concentration"; and "attentional switching." A significant path was also evident between
"attentional switching" and depression. These results suggest that rumination affects depression through
attentional switching.
Key words: rumination, attentional control, depression
制御が考えられる｡ Effortful Control とは, 非顕
在的な反応を行うために顕在している反応を制御す
る能力 (Rothbart & Bates, 1998) と定義されて
いる｡ Mezulis, Simonson, McCauley, & Stoep
(2011) は, Effortful Control と反すうとの関連を
調査したが, これらの間に有意な相関は認められな
かった｡ Effortful Control を測定するために作成
された Effortful Control Scale (ECS) では, 行
動抑制の制御, 行動始発の制御, 注意の制御という
3 側面を査定することができるが, Mezulis et al.












しかし, ECS では, 罰からの注意の切り替え,
報酬からの注意の切り替え, 集中力, 注意の切り替
えを測定することができる (山形ら, 2005) が, 山









て, 反すうと注意の制御, 抑うつとの関連は, 以下






大学生 256 名に調査を依頼し, 回答に不備があっ
た者を除く 242 名を分析の対象とした｡ 研究協力者
は, 男性 76 名, 女性 166 名であり, 平均年齢は
19.69 歳 (SD＝1.07) であった｡
質問紙の構成
反すう 反すうの測定には, Treynor, Gonzalez,
& Nolen-Hoeksema (2003) により作成された
Ruminative Responses Scale (RRS) の日本語版





に, 自分自身の性格について分析する) の 2因子,
22 項目で構成される｡ 得点が高いほど, 頻繁に反
すうをしていることを示す｡ 回答は, ｢ほとんどな
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Figure 1 本研究における仮説モデル
かった｣ (1 点) から ｢ほとんどいつもそうだった｣
(4 点) の 4 件法で求めた｡ なお, 本研究では, 抑
うつとの関連が強い ｢考え込み｣ 5 項目のみを使用
した｡
注意制御 注意制御の測定には, Rothbart,
Ahadi, & Evans (2000) により作成された Effort-
ful Control Scale の日本語版 (山形ら, 2005) の
下位尺度うち, ｢注意の制御｣ を用いた｡ ｢注意の制
御｣ は, ｢罰からの注意の切り替え｣ の 3項目 (例：
何かのことで悲しい時, 課題に集中し続けるのは難
しい), ｢報酬からの注意の切り替え｣ の 3項目 (例：
良い知らせを聞くと, 責任を果たすことに集中でき
なくなってしまう), ｢集中力｣ の 3項目 (例：集中
しようと努力しても, 簡単に気が散ってしまう),
｢注意の切り替え｣ の 3 項目 (例：しばしば, ふた
つの異なる課題を交互にやるのは難しい) からなる
12 項目の尺度である (山形ら, 2005)｡ 得点が高い
ほど, それぞれの注意が機能的に制御できているこ
とを示す｡ 回答は, ｢まったく当てはまらない｣ (1
点) から ｢非常によく当てはまる｣ (7 点) の 7 件
法で求めた｡
抑うつ 抑うつの測定には, Beck, Ward, Men-
delson, Mock, & Erbaugh (1961) により作成さ
れた Beck Depression Inventory (BDI) の日本語


















133.21, df＝50, p＜.01, GFI＝.92, AGFI＝.87,
CFI＝.90, RMSEA＝.08 であり, 適合度は許容で
きる範囲内であった｡
次に, 各尺度の平均値と標準偏差をTable 1 に示
した｡
注意制御と反すう, 抑うつとの関連を検討するた
めに, ピアソンの相関係数を算出し, Table 2 に示
した｡ その結果, 反すうは, ｢罰からの注意の切り
替え｣ (r＝-.32, p＜.01), ｢報酬からの注意の切り
替え｣ (r＝-.19, p＜.01), ｢集中力｣ (r＝-.30, p＜
.01), ｢注意の切り替え｣ (r＝-.19, p＜.01) と有意
な相関を示した｡ また, 抑うつは ｢罰からの注意の
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Figure 2 ｢注意の制御｣ の確証的因子分析
Table 1 各尺度の記述統計量
切り替え｣ (r＝-.16, p＜.05), ｢報酬からの注意の
切り替え｣ (r＝-.13, p＜.05), ｢集中力｣ (r＝-.28, p
＜.01), ｢注意の切り替え｣ (r＝-.26, p＜.01) と有
意な相関を示した｡
また, Figure 1 のモデルを検討するために, 構
造方程式モデリングによる分析を行った｡ なお,
BDI については, 項目数が多く, モデルの適合度
が不適切に低下する恐れがあっため, バランス割り
当てによるアイテムパーセリングを行った (豊田,
2009)｡ その結果 (Figure 3), モデルの適合度は,
χ2＝496.52, df＝244, p＜.01, GFI＝.84, AGFI＝
.80, CFI＝.88, RMSEA＝.07 であり, 許容できる
範囲内であった｡
考察




































研究として, Connolly et al. (2014) は, 反すうの
測定は質問紙を用いて行い, 注意の切り替えの測定
は, Creature Counting という課題を用いて, 反
すうが注意の切り替えを障害することを明らかにし












Lissnyder, Koster, Derakshan, & De Raedt
(2010) は, Affective Shift Task を用いて, 質問
紙で測定された特性的な反すう傾向が高い研究協力
者は, 情動価を持つ刺激からの注意の切り替えが困
難になることを示している｡ Affective Shift Task
とは, 情動, 性別, 色という言葉のいずれかが画面
に表示された後, 2×2 のグリッドに情動 (怒りも
しくは幸せ), 性別 (男性もしくは女性), 色 (ダー
クグレーもしくはライトグレー) で相互に弁別可能
な顔写真が提示され, 研究協力者は, 他の 3つの顔
写真とは異なる顔をできるだけ早く, 正確に検出す














Connolly et al. (2014) は, Score! という実験的
手法を用いて集中力の測定を行った結果, 質問紙で
測定された特性的な反すうは集中力に影響を及ぼさ




とは, Lyubomirsky et al. (2003) の課題では,
複雑な処理を要する課題であることに対して,
Connolly et al. (2014) では, 音の数を数えるとい
う単純な課題であるという違いがある｡ 本研究では,




Hertel & Hardin, 1990; Hertel & Rude, 1991)｡ し
かし, 本研究においては, その関連が認められなかっ













本研究はThe 4th Cognitive Behavioral Therapy
(CBT) Conference (Tokyo) で発表した｡
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